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【平成３０年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 
A－ 

当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部に

遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 
C 

当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中

止が適当である 

（意見等） 

本研究は、TiO2 ベースの酸化物系ナノチューブ（TNT）の低次元チューニング及び機能集積を行う

ことによる、新しい複合的な機能を持つ材料開発研究である。 
これまで、TNT の新たな合成法や表面処理法の開発、機能性ナノカーボン材料との複合材料の合成

に成功し、基本特性は良いものができている。研究そのものはほぼ順調に推移しており、それに関連

する論文も多く公表されている。なお、後半の研究期間では直接的に環境浄化やエネルギー創製技術

に関する内容について強化して、得られた基礎研究成果を環境の向上に貢献する分野へ積極的に展開

することを期待する。 
 


